
 

2026 年 7 月 27 日 

 

立教大学国際学術研究交流制度 

2026年度「招へい研究員」報告書 

 

１．招へい概要 

 

２．滞在中の活動 

来日日および離日日を含め、滞在中の活動を記入してください。全日程（毎日）記載する必要はありません。 

講演会やセミナーなどを開催した場合はタイトル、会場、参加者数等を記載してください。 

活動内容記入例）○○についての研究討議、共同研究、講演、講義、大学院生への研究指導等 

年月日 活動内容 

6月 16日 

6月 22日 

 

6月 26日 

 

6月 30日 

 

 

７月３日 

 

 

７月７日 

来日 

学内研究会「COVID-19 危機下におけるヒューマンサービス組織・NPO の対

応」新座５号館６階会議室（参加者：対面・6人、Zoom17人、合計 23人） 

コミュニティ福祉研究所主催 公開講演会「アメリカの NPOの実態と研究動

向」池袋 14号館 D302（参加者：対面 6人、Zoom43人、合計 49人） 

コミュニティ政策学科「コミュニティ学演習１A」（木下ゼミ）の授業で、学

生の英語による研究発表へのアドバイスおよび交流、対面：新座４号館 422

教室（参加者 13名） 

学内研究会「ホームレス状態にある人々のための支援―医療的支援とその

財源を中心に」新座９号館第２会議室（参加者：対面 5人、Zoom13人、合

計 18人） 

離日 

 

 

 

受入 

教員 

所属･職 コミュニティ福祉学部 

氏名 木下 武徳 

受入学部・研究科･研究所 コミュニティ福祉学部 

招へい 

研究員 

所属・職 

Associate Professor, Department of Leadership Studies, School of 

Leadership and Education Sciences, University of San Diego 所属

機関所在国：アメリカ合衆国 

氏名 Marcus LAM 

招へい期間 2026 年 6 月 16 日～2026 年 7 月 7 日（22 日間） 

研究経費 768,240 円 



３．研究・交流状況および成果 

上記に記載した活動について、具体的な研究･交流の内容および成果を、本学の学術研究、教育活動、国際交

流の進展へ与える効果を含めて、記載してください。講演会やセミナーなどの参加者層（学生、大学院生、

一般、教職員等）、会場の様子なども記載してください。 

 アメリカのサンディエゴより来日されたマーカス・ラム先生の３週間にわたる立教大学で

の滞在のなかで、アメリカの NPO 研究に関する講演会・研究会などを開催した。 

 6月 22日の学内研究会「COVID-19危機下におけるヒューマンサービス組織・NPOの対応」

では、コロナ禍において NPO がどのように事業継続をしたのかをデータを示しながら説明を

いただいた。特に、事業継続のための政府の補助金が重要な役割を果たしたが、規模の小さ

い NPO ほど受け取っておらず、規模の大きい団体に利用の偏りがあったことが示された。日

本でもコロナ禍の対応が適切だったか検証の必要があると考えられる。こうした議論を踏ま

え、特に、コミュニティ福祉学部の教員との情報交換や研究交流が深まった。 

 6 月 26 日のコミュニティ福祉研究所主催の公開講演会「アメリカの NPO の実態と研究動

向」では、アメリカの NPO の定義や概念について事例等を通して説明していただいた後、特

に政府補助金や財団等からの財政面で NPO がどのように支えられているのかを中心に解説

をいただいた。LA にあるハリウッドサインが地元企業の寄付により NPO によって維持され

ていることなどわかりやすく説明をいただいた。この日は台風のため、参加者が少ないこと

が危惧されたが、実際に日本で NPO を開設しアメリカの NPO の運営に関心のある学生、ア

メリカの先住民の活動に関心のある学生などが英語で質問をするなど非常に勉強に熱心な学

生が対面で参加してくれた。また、40 名を超える Zoom 参加者があったことから公開講座と

して実りのある講演会となった。 

 6 月 30 日はコミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科のコミュニティ学演習１A の演習

授業で、学生がグループごとに進めている調査研究について英語で発表し、マーカス・ラム

先生にアドバイスなどをいただく機会が得られた。学生にとっては英語によるプレゼンはあ

まりない機会だったが、なんとかきちんと伝わる形で実施し交流できたことは良かった。 

 ７月３日の学内研究会「ホームレス状態にある人々のための支援―医療的支援とその財源

を中心に」では、アメリカにおいてホームレス状態ある人々への医療的支援は NPO の活動を

通して実施されており、そのために政府補助金や民間財団などの資金を駆使しながら実施さ

れていることがわかった。アメリカは民間医療保険で、多額の利用料を支払うと言われてい

る国であるが、こうした無料診療の仕組みがあることが興味深いことであった。 

 以上が研究会や講演会の概要である。中には２回、３回と参加していただいた方もいて、

アメリカの NPO に関心のある人が多いことを改めて理解した。そのため、こうした研究会や

講演会を開催できてよかったと考えている。こうして、マーカス・ラム先生との教員、学生

との研究交流も深まり、有意義な招へい期間となった。今回、３つの講演およびゼミに参加

していただいたマーカス・ラム先生、およびその講演に参加していただいた教員、学生、学

外者の方に感謝したい。また、今回の招へいに関わり手続きなどで大変お世話になった複数

の部署の職員の方々にも感謝したい。 

 

 

 

 

 

 



 

6 月 26 日 公開講演会の風景 

 

 

6 月 30 日 コミュニティ学演習１A の風景 

 

 

7 月 3 日 研究会の風景 

 

 


